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～子どもたちのとっておきの一冊コレクション～
こ いっさつ

このリーフレットでは、有
あり

田
だ

市
し

の小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に通
か よ

う小
しょう

学
が っ

校
こ う

1年
ね ん

生
せ い

から中
ちゅう

学
が っ

校
こ う

3年
ね ん

生
せ い

までのみなさんの「とっておきの一
い っ

冊
さ つ

」を集
あ つ

めて紹
しょう

介
か い

しています。

さあ、このリーフレットを手
て

に、まずは学
が っ

校
こ う

の図
と

書
し ょ

室
し つ

へ足
あ し

を運
は こ

んでみましょう。

今
こ

年
と し

もあなたに、自
じ

分
ぶ ん

の世
せ

界
か い

を広
ひ ろ

げる、すてきな本
ほ ん

との出
で

会
あ い

いがありますように。
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こころの処
しょ

方
ほう

箋
せん

河合隼雄 著　新潮社
心の処方箋を読んで、悩むことも悪いことじゃないと
思いました。「無理に笑わなくていい」という言葉が心
に残りました。読んでいて心が少し軽くなりました。
（有和中2年）

国
こく

宝
ほう

 (上
じょう

) 青
せい

春
しゅん

篇
へん

吉田修一 著　朝日新聞出版
この小説は、極道の家に生まれた立花喜久雄が、お父
さんの権五郎を殺され、半二郎という役者に引き取ら
れ、歌舞伎を極めていくという物語です。この小説の
面白いところは、主人公の喜久雄が様々な困難に立ち
向かいながら、もう一度大きな舞台へ上がっていくと
ころです。（有和中3年）

夏
なつ

へのトンネル、
さよならの出

で

口
ぐち

八目迷 著　小学館
妹を取り戻すためにウラシマトンネルに入ろうとした
カオルの姿から、私は今ある時間の大切さに気付かさ
れた。過去ではなく今を生きる選択が、未来を作るの
だと教えてくれた。大切な人との時間を大事にし、夢
に向かって進みたいと思った。（有和中3年）

世
せ

界
かい

はとつぜん
変
か

わってしまう？
百瀬しのぶ 著　KADOKAWA
これは地震などで起こった被害やその時の状況が書か
れている本です。普通に生活していても突然あたりま
えが消えってしまったりするんだと思いました。そん
なことがあっても未来へ向き合い続けているというと
ころがいいなと思いました。（有和中2年）

強
きょう

制
せい

終
しゅう

了
りょう

、いつか再
さい

起
き

動
どう

吉野万理子 著　講談社
軽い気持ちで薬物に手を出してしまった中学生の加地
の物語。きっかけは誰にでも起こりうる日常の延長だっ
た。クラスメイトのYouTubeを手伝うことになり、
話が展開していきます。だんだん友達との会話がかみ
合わなくなり、ドキドキしながら読める作品です。
（有和中3年）

青
せい

春
しゅん

ゲシュタルト崩
ほう

壊
かい

丸井とまと 著　スターツ出版
高校生たちが友情や恋に悩みながら成長していくお話
です。読んでいて、「悩むことは悪くない」と思えまし
た。登場人物の苦しさや迷いに共感して、胸がぎゅっ
となりました。自分と向き合う大切さを教えてくれる、
心に残る作品です。（有和中3年）

杉
すぎ

森
もり

くんを殺
ころ

すには
長谷川まりる 著　くもん出版
主人公のヒロの「杉森くんを殺す」という衝撃的な決
意は、親友の自殺と向き合うためのそうぜつな再生の
物語でした。喪失感と罪悪感から、死んでしまった杉
森くんを「自分の中で終わらせる」ために行動する姿
はすごく驚きました。心を立て直すヒロの必死さにす
ごく感動しました。（有和中2年）

発
はつ

明
めい

で食
く

っていく方
ほう

法
ほう

、
全
ぜん

部
ぶ

書
か

いた。
小川コータ 著　家の光協会
この本には、書名の通り、発明で生きていく方法が全
部書かれています。ふだんからまわりのものを注意深
く見て、改善点を探して発明するという発想法がお気
に入りです。柔軟な発想ができるようになり、生活が
楽しくなります。（有和中3年）

僕
ぼく

が僕
ぼく

をやめる日
ひ

松村涼哉 著　KADOKAWA
何もかもが嫌になった主人公がある男になりすまして
生きていくお話ですが、なりすました男には殺人容疑
がかけられていて ...
私は今まで、このようなサスペンス系の作品を読んだ
ことがありませんでしたが、手に取ってみると話の中
に引き込まれて目が離せませんでした。（有和中2年）

もしあと１年
ねん

で
人
じん

生
せい

が終
お

わるとしたら？
小澤竹俊 著　アスコム
私はこの本を読んで心に残った言葉があります。それ
は「やらずにする後悔よりやって後悔する方がいい」
という言葉です。行動をしないで後悔するのは、心に
モヤモヤが残ります。しかし、行動して後悔すること
は学びに変えることができ自分の成長のためになると
思ったからです。（有和中3年）

#真
しん

相
そう

をお話
はな

しします
結城真一郎 著　新潮社
現代の身近なテーマを扱いながら、日常の違和感がやが
て恐怖にかわる展開に引き込まれた。短編集でありなが
ら一話ごとの完成度が高く、どの話も「真相」にゾッと
させられた。特に「＃拡散希望」が個人的には面白かった。
予想をはるかに超える結末となっていた。（有和中2年）

あの夏
なつ

をラムネの瓶
びん

に
とじ込

こ

めて
高梨愉人 著　双葉社
戦争というつらい歴史を青春と交えて描いているとこ
ろが面白かった。原爆や戦争のつらさが分かった。戦
争の本を参考にして書いている本だから、戦争時の女
学生のこととかを知ることができた。短くて読みやす
い本で、複雑な関係があるところもよかった。
（有和中1年）

地
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と

って食
た

べてみた日
にっ

記
き

ホモサピ 著　KADOKAWA
生き物系YouTuberであるホモサピという人が、生き物
を獲って食べてみた体験をまとめた、自然科学に関する本
です。僕はこの本を読んで自然に触れる楽しさを知って、
世界が広がりました。あなたもこの本を読めば、いつもの
景色がおいしそうに見えるかもしれません。（有和中1年）

てのひらに未
み

来
らい

工藤純子 著　くもん出版
この物語は「戦争」について書かれています。当たり
前の生活が当たり前じゃなくなり、どれだけ今の生活
が幸せか改めて知る本となりました。「てのひらに未来」
はてのひらのようにころころと転がり、時には苦しい
こともあるけど楽しいこともある、そのような物語に
なっています。（有和中1年）
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間
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院
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か よ

って
考
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えたこと- 
ゴルゴ松本 著　中央公論新社
お笑い芸人であるゴルゴ松本さんの少年時代の話や命
についてなどの様々なことが書かれています。僕はこの
本を読んで生きることや命の大切さについてあらためて
わかりました。漢字の成り立ちなどを使ったりして面白
いので読んでみてください。（有和中1年）

きみのお金
かね

は誰
だれ

のため
田内学 著　東洋経済新報社
この物語は、主人公である優斗が「ボス」からお金に
関する講義を受けることで進んでいきます。私は経済
や金融の知識は全然なかったけれど、中学校の優斗と
同じ目線で身近で分かりやすく学んでいけるので、読
みやすく、理解しやすいところがこの本のいいところ
だと思いました。（有和中1年）

３年
ねん

間
かん

ホケツだった僕
ぼく

がドイツ
でサッカー指

し

導
どう

者
しゃ

になった話
はなし

中野吉之伴 著　理論社
高校時代３年間試合に出られなかった著者がサッカーを
続けたいという思いから、ドイツに渡り、サッカー指導者
になるまでを描いた実体験談です。あきらめずに「好き」
を追求する大切さ、「居場所は一つではない」という希望
を感じさせてくれます。（有和中1年）

優
やさ

しい死
しに

神
がみ

は、
君
きみ

のための噓
うそ

をつく
望月くらげ 著　KADOKAWA
死神が余命わずかな少女を助けるためにそばに居続け
るのに、いつの間にか少女のことが好きになり、少女
も死神のことを好きになるお話。少女が死神の正体を
知ったときの反応が好きです。（有和中2年）

宇
う

宙
ちゅう

に花
はな

火
び

を。
松井尚斗 著　KADOKAWA
この本をお気に入りの理由は、夢をあきらめそうになっ
た少年が、亡くなった祖父との約束を胸に、再び立ち
上がるという物語に感動したからです。この本を読ん
で僕は、あきらめないことの大切さと挑戦してみるこ
とはとても大切ということが分かりました。
（有和中2年）

蹴
け

りたい背
せ

中
なか

綿矢りさ 著　河出書房新社
「見ているだけでいい」という言葉が心に残った。好き
な人をそっと見守る優しさや、伝えられない思いの切
なさに共感して、自分も誰かをそんなふうに大切した
いと思いました。伝えたくても、伝えられないのはと
ても切なく、悲しいなと思いました。（有和中1年）
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